
変更の事由及び時期を記載した書類 

 

 

１ 変更の内容 

 

（現在の名称）          （変更後の名称） 

  同志社大学           同志社大学 

 理工学部            理工学部 

   エネルギー機械工学科   →   機械理工学科 

 

 

２ 変更の事由 

 本学科は、平成６年から工学部エネルギー機械工学科として、地球資源の有効利用およ

び再生可能エネルギーの最大限の利用を可能とするその発生・変換・利用に関わる技術分

野について高度な専門知識を持つ人材の育成に努め、産業界で広く活躍する多くのエンジ

ニアを輩出してきた。一方、政府は第５次エネルギー基本計画を閣議決定し、エネルギー

ミックスの確実な実現へ向けた取組の更なる強化と、超長期的なエネルギー転換・脱炭素

化に向けた挑戦を掲げている。このように多様化するエネルギー問題とそれがもたらす環

境問題の複雑化は近年急速に拡大しており、本学科が対象とする技術領域の裾野を広げて

いる。また平成２０年より工学部が理工学部に改組され、学部および本学科の学問分野も

理工学全般に裾野を広げている。このような状況の中で本学科では、エネルギー機械工学

科の名称を機械理工学科に変更して、ディプロマポリシーである多岐にわたるエネルギー

問題に対して省エネルギー・環境問題の解決と、持続可能な社会の構築に貢献する人材の

養成を明確に意識した教育・研究を継続し、カリキュラムの意図する内容をより強く打ち

出したいと考えている。以上が、「エネルギー機械工学科」の学科名称を「機械理工学科」

に変更を行う理由である。 

 

 

３ 変更の時期 

  令和２年４月１日 


